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水しぶきをあげて力泳
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▲剔)才を迎えられた方に八鳥助役が身座布団を贈呈

九
月
十
五
日
は
敬
老
の

日
。
ま
た

、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は

老
人
福
祉
週
間
で

す
。

私
た
ち
の
町
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り

が
、
四
月

一
日
現
在
で
千
八
百
四
十
三
人
い
ま
す
。

町
で
は
、

九
月
七
日
午
前
十
時
か
ら
町
民
体
育
館
で

、
敬
老

会
が
開
か
れ
ま
し
た

。
子
ど
も
も
若
者
も
や
が
て

は
老
人
に
な

り
ま
す

。
長

い
間
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
お
年
寄
り
た
ち

。
そ

の
お
年
寄
り
た
ち
の

生
き

方
を
学
び
、
私
た
ち
が
老
人
に
な
っ

た

と
き
の
こ

と
を
考
え
な

が
ら

、
ふ
だ
ん
の
お
年
寄
り
た

ち
と

の

心
の
通

い
合
い
を
大

切
に

し
ま
し
ょ
う
。

昿
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応

長

な
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力

匕

廴

な
・
祐

問
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、

日
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の
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輿
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力
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勹
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．
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ｉ
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亠
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‘
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ｙ

飮
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允
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乂
『
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．

．
囗

．

囗

を
‐‐
む

Ｉ
．
い

吁

ノ

に

Ｌ

る
　

し

う

‥．恥

掎

‘

が

人

ｊ

．

一
高
　

橋
　

松
　

吉
さ

ん
〕山崎北　97 歳

ｍ

屁
冫

．ｉ
．’ら

い
な
く
回

で

も
食

べ
る

２

デ
レ

。に
じ
う

ロ
レ

ス
、
川

撲

が
好

戈
こ

な
‘皃

た

り
、
簡
川

を

誠
ん
で

過

ご
卞
　

３
．‐
随

け

っ
は
特

に

な
く
、

腹

ぺ
分
目

か
‐
心
掛

け
る

。

「
松
　

浦
　

繁
一
郎

さ
ん
」

大木戸　93歳

①
魚
が
好
き
で
よ
く
食
べ
る
が
。
肉

は
あ
ま
り
食
べ
な
い
　
②
庭
の
花
畑

の
草
む
し
り
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を

兄
る

邨
9
0歳
ま
で
年
賀
状
を
跨
い

て

い
た
。

〔
安

藤

末

吉
さ
ん
〕

前　田　92 歳

よ
Ｉ好
き
き
ら
い
な
く
何
で
も
食
べ
る

朴
に
卵
、
ｔ
乳
は
毎
日

②
畑
の
圦

む
し
り
を
じ

た
り
テ
レ
ビ
を
兄
る

②
腹
八
分
目
を
心
掛
け
る
。
ち
Ｉこ

と
し
た
こ
と
で
自
分
の
気
持
ら
を
ま

ぼ
な
い
。

〔
鈴

木

キ

セ
さ
ん
〕

川　内　92 歳

ｌ
‐
’犬
Ｆ
へ

野

哀
が
好

き

②

近
所

の
友

達
・
．こ
む
茶

献
み
し

た
り
．

庭
の

叺

む
’‐・
り
を

し
て
過

ご
Ｆ

。
時

代
劇

が
好
丶
万

よ

く
Ｕ
？
り
　

貪
呪
開
正

し



い
生
活
を
心
掛
け
、
毎
日
、
体
操
す

る
な
ど
体
を
動
か
す
。

〔
秦
　
　
　

ナ
　

ヂ
さ
ん
〕

駅　 前　92 巌

①
う
ど
ん
、
そ
ぱ
な
ど
め
ん
煩
が
好

き
。
魚
、
野
菜
が
好
き
で
、
持
に
野

菜
は
毎
食
欠
か
さ
ず
食
べ
る

②
ひ

孫
と
遊
ん
だ
り
、
ぼ
け
防
止
の
た
め

に
歌
を
よ
く
う
た
う

応
身
の
川
り

の
事
は
自
分
で
す
る
。
世
間
話
、
昔

の
話
な
ど
家
族
や
近
所
の
人
と
よ
く

話
を
す
る
。

【
佐
　

野
　

久
　

吉
さ

ん
】

光明寺　92 歳

①
好
き
き
ら
い
な
く
何
で
も
食
べ
る

が
持
に
魚
、
野
蒹
が
好
き

匐
寝
た

り
起
き
た
り

⑤
よ
く
食
べ
る
。
さ

さ
い
な
こ
と
で
心
配
し
た
り
、
く
よ

く
よ
し
た
り
し
な
い
。

－ タイトルを書いてくれたのは、藤田幼稚圃の後藤治恵ちゃん(６歳)です.－

昭

和
6
3
年
９

月
１５

日

現

在

（
8
5
熾
以

上
の

方

．
敬
称

略

）

▽

鴎
纛
　

鴨
田
惣

太
郎

（
内
谷

西
）

▽
9
7
歳
　

商
礇
訟

古

（
山
崎
北

）

▽
9
3
廠
　

松

浦

繁
一
郎
｛

大
木

戸
｝

佐

久
間
う

め
よ

（
大
町

南
ｙ
　

菊

地
チ

カ

（
只

田

）

▽
9
2
廱
　

安
藤
末
占

（
前

剛
）
　

佐

野

久
吉

（
光
明
寺

）
　

岩
城
竹

次

（
川
内

）
　

奏
ナ

ヂ
（
駅
前
）

膏

野
キ

ヨ

／
｛
内

谷
貳
｝
　

玲
木

キ

セ
｛
川
内

｝
　

菊

池

ふ
よ

（
中

部

）

▽
9
1
麓
　

七
口
田
１
代

次

（
貝

川
）

一
條

ヨ

シ
（
太
田

川
）
　

照
川

ヨ

シ
ノ
（
泉
田

下
）
　

佐
久

間
エ

ツ

（
第

二
）
　

古
田

シ
ツ

マ
（
第
四

）

佐
薦

ト
キ
（

（
第

七
）
　

紂
Ｅ

ユ

り

（
第
九
）
　

佐

久
間
な

よ

（
第

十
二

）
　

遠

藤
フ

ク
｛
光

明
寺

｝

佐
藤
ト

ヨ

（
北
部

）

∇
9
0
碓
　

野
田

長
四
郎

（
並
柳

）

斎
藤

キ
ョ

シ
（
本

町
）
　

渡

辺
ミ

ヨ

（
滝

山
）
　

商
原

ツ

ル
（
太

川

川
）
　

人

波

ア
キ

（
第
八

）
　

佐

欠
間
代

次
郎

（
第

‐
1
.
一
）
　

阿
部

″／
ラ
｛
人

木

戸
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阿
郎

ツ
几

／
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大
木

戸
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▽
8
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富
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内

谷
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菅
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杵

】
（
内

谷
東

）
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胤
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代
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宮

町
北
｝
　

冨
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キ
千

（
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坂
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沢
サ
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第
九
）
　

八
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］
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石
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田
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高
木

幸
作

（
石
は

川
北

）
　

寺

島

長
占

（
第

十
一
）
　

半
沢
幸

七
（

山
崎

小

館
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八
咎
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次
郎
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）

占

川
巫

兵
衛
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山
崎
北
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佐
藤

介

治
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第
ト
ニ
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八
島

け
さ

を

（
本
町

）
　

仲

川
ト

タ
（
宮
町
北

》

七
日
田

マ
ギ
（
山
崎

館
）
　

菅
野

ヨ

ノ

《
源
宗

山
東
）
　

小

野
カ

ツ
ミ

（
第

ご
　

日
黒

ギ
ヨ

ノ｛

第
二

｝

人
津

キ

ツ
｛
第
三

》
　

佐

野
ア

キ

（
第
八
）
　

哈
江

ヨ
シ

（
第
九

）

渡

辺
カ
ネ

（
光
町
寺

）
　

瀬
戸
（

ル
ミ
（
川
内

）
　

鈴

木
フ
サ

／

（

川
内
ｙ

▽
8
7
歳
　

奥

山
亀

１１
（
駅
前

）
　

松

浦
権

治
郎

（
石
母

田
西
）
　

仲
野

助
太

郎

（
枸

町
）
　

菊

地
忠

次

（

石
母

田
原

）
　

佐
久
間

勇

治
｛
第

一
｝
　

実

沢
平
作
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第
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）
　

鈴

木
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郎
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内
）
　

岩
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ク

ノ
｛
人

町
南

｝
　

板

垣
サ

ダ
（
大

町
南

）
　

徳

江
ヨ

シ
（
本
町

）

渡
辺

ウ
メ

（
宮
町
鹵

）
　

阿

部
サ

ク

（
宮
町
北

》
　

菊

地
は
る

の

（

石
母

田
西

）
　

滝
川

ヨ
テ
｛
耕

谷
》

赤
坂
（

ル

《
内

谷
西

）
　

小

幡
イ

マ

（
第
一

）
　

佐
久
間
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ラ
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員
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光
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▽
8
6
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小
西

長
三
郎

（
大
町
南

）

佐
藤
福

寿
｛
本

町
ｙ
　

佐
藤
寅

一

（
宮
町
北

）
　

牧

野
源

蔵

（
宮

町

北

）
　

須
田
滋

一
（
町
東

）
　

佐

藤

籥
次

郎

（
小

坂
）
　

朽

木
末
吉

（
加
田

）
　

一
條
苒
太
郎

（
太

田

川

）
　

佐

野
謙

（
第
八
）
　

避

藤

進
（
光

明
寺
）
　

遠
藤
喜

平

（
山

根

）
　

羽

賀
ト
キ

ワ

（
駅
前
）

高
礦
ア
イ

（
本

町
）
　

本

間

ツ
ネ

（
第

一
）
　

吾
妻

サ
ｆ

ヨ
（
第
三

）

村
上

ト

ヨ
（
第
八

）
　

佐

藤
キ
イ

｛

貝
田

｝
　

鈴
木

キ

（
川
内
）

玲

木
タ
ケ

ヨ

（
川
内

）
　

鈴
木

夕

ケ

（
川
内

）

∇
8
5
蔵
　

高
鵑
徳
太

郎
（
大

町
南

）

吾
妻

寅
古

（
鶫
町

）
　

八

鳥
正
二

（
山
崎
北

）
　

武
田

森
吉

（
泉

剛

下

）
　

小

野
寺

省
二

（
泉

Ⅲ
中

）

古

Ⅲ
嘉
藏

（
第

円
）
　

後
藤
正
明

（
第
八
）
　

寺
鳥

長
太
郎
（
第
十

）

大
槻

消

（
只

田
）
　

石
川

舛
蔵

（

貝

田
）
　

阿
部
４

占

（
貝

川
）

谷
津

蓆

一
（
山
根

》
　

菊

地
辨

蔵

（
並
柳
）
　

国
分

い
ら
の
（
錦
町

）

擒
藤

ヨ
テ

｛
大
町

甫
｝
　

中
野
よ

す

み
（
鶫

町
）
　

佐

藤
ナ

ヲ

（
石

母
田

貳
）
　

高
鴣

ヨ
シ

ヱ
（
山
崎

北

）
　

古

田
マ

ツ
ノ
（
山

崎
館
）

佐
藤

サ
ト

（
粲
田
中

）
　

横
山
サ

ツ
（
泉

田
中
）
　

熊
坂
テ

ツ

（
内

谷
西

）
　

菊

地

ヨ
ツ
（
第

一
）

大
津

テ

ツ
（
第
三

）
　

古

田
ヨ

シ

（
第

四
）
　

佐
藤

は
る
の

（
徳
江

北

》
　

本
多

ミ
チ

（
徳
江

北
）

佐

野
キ

ヨ
（
第
八

）
　

佐

藤
セ

ン

（
只

―
）
　

佐
藤

キ
ン

（
原

町
）

玉

手
ト
ミ

（
中
郎

）



兮
り
‥
び
は

、
べ
り
「
．
―

．
日
篩

わ

れ
た
た

木
．尸
小

学
校
の
　

．・Ｑ
祭

り
」

と
、
九

り

．
日
藤

川
小

学
艇

フ

ーー・
ｌ

で
川

俄

さ
れ
熱
職

を
展

開
し

た

．国

見

町
小

学
筏
ス

ポ

ー
ツ

｛
水
一
芒

女

歓
人
ゴ

を

カ
メ
ラ

ル

ボ
し
て
み

ま
し

た

夏　祭　り

▲太鼓も登埔

▲おいしいから吏わず口が ‥…

▲ボクにも綿あめちょうだい Ａ焼そば作りはお父さんにまかせて,ヤ

小学校スポーツ交歓会

▲デッドヒ ート ▲声援を受けてスタート

▲あと少しで折り返し ▲好冊負を展開



ふるさとの文化財

5

4
遠 矢 崎 城

菊　池　利　雄

遠矢崎城要図

達
矢

崎
城

は
森

山
村

と
の
境
界

に

接
す

る
火
木

戸
村

字
遠
矢

崎
に

位
置

し
、
牛

沢

川
‘
』胤
ｒ

の

支
流

励

轡

に
よ

っ
て

開
折

さ
れ
た

、
厚
樫

山
の

東
麗

部
、

遠
光
原

突

端
の
舌
状

台
地

４

ひ

上

に
あ

っ
て
ヽ

西
側
か

ら
南

・
東

側
へ

と

め
ぐ

る
開
析

谷
と

の
比

高
は

．
約

二
〇
卩

を
は

か
る
婆

書
地

形

を

な

し

、

南

側

に

は

文

治
五

年

一
九
り

一
の
奥

州
合

職
に

際
し
、
藤

原
泰

衡

に
よ

っ
て
築

か
れ

た
阿
津
賀

志
山

防

塁
（
二

重
堀

）
が
あ

コ

、
、
こ
の

城
地
の
外
郭
線
を
な
し
て
い
る
。

城
は
南
北
約
二
〇
〇
卩
・
東
西
‐。

二
〇
Ｍ
の
蜆
嗅
を
も
つ
複
郭
式
の
山

城
で
、
本
郭
は
長
径
約
八
五
‥
７

短

経
約
六
〇
Ｕ
、
東
附
部
に
枡
形
を
睛

え
た
変
則
な
四
辺
形
状
を
な
し
て
い

る
。
防
備
上
の
弱
点
と
な
る
北
側
の

台
地
と
は
欄
約
一
〇
‥
７

深
さ
約
二

卩
の
空
堀
で
断
ち
切
り
、
独
立
丘
と

し
て
の
城
郭
を
形
成
し
て
お
り
。
南

側
の
空
堀
は
紺
線
の
束
側
の
み
堀
ら

れ
て
い
る
。
枡
形
か
ら
北
側
の
空
堀

に
か
け
て
の
土
塁

罐 和
 み
 
､ 一
 亠

の
保
存
状
況
は
良
好
で
あ
り
、
束
側

に
は
幅
約
し
卩
程
の
二
重
の
、
西
側

に
は
一
重
の
帯
郭
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、

両
者
は
北
側
空
堀
の
堀
底
辺
で
結
ば

れ
て
い
る
。

本
郭
が
南
に
延
び
た
山
巓
線
の
突

端
部
に
は
砦
が
築
か
れ
見
唆
り
台
と

し
て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
こ

の
嶺
線
の
西
側
は
馬
蹄
形
状
の
窪
地

と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
を
伝
わ
っ
て

侵

攻
す

る
敵
勢

は
、
本

郭
と
幹

よ
り

の
挟

撃
す

る
縄
張

か
と

ら
れ
て

い

た
。

大
手
は
東
側
に
構
え
ら
れ
本

郭
枡
形

の
北

脇
に
、
土
且
を
切
通
し
状

の
虎
口

４

卜
？

が
残

存

し
て

お
り
ヽ

帯

郭

‐
’
Ｉ

を

附
に

降
り
城
外

へ

と
通
じ
て

い
た
、

水

の
”ｒ

は
本
郭

の
人

手
束
側

に
桜
の

大

樹
か

あ

。
て

、
そ

の
択
本

に
井

戸

か

堀
ら

れ
て

い
た
が
現

存
し

な

い
。

ｒ

ｒ
■

叭

舮

そ
の

他
山
筐

郎
の

湧
水
等

に
依
存

し
た
こ

と
か

考
え

ら
れ
る

。

’
人
木

戸
村

郷
士

史
』

勁^

Ｅ
い
夕

に
よ
れ

ば
、
遠

欠
崎
城

は
大
庫

城

と

昨

さ

れ
、
南
北

朝
時

代
、
霞

山
城

に

よ

っ

た
北
畠
蹟

家

に
仕

い
勲

功
を

挙

げ
た
、

鬼
庭

（
茂
庭

）
実

之
の
弟

鬼

庭
兵
郎

為
清
の

居
城

と
あ

る
か
も

と

よ

り
伝

脱
の
城

を
で

な

い
。

築
城

の
時
期

は
剛

ら
か
で

な

い
が
。

枡
形
を

と
も
な

う
嘆

欠
懸
け

の
縄

弧

り
か

ら
み
て
、

南
北

朝
期

か
ら
戦

国

期

に
か
け
て
機

能
し

た
城

と
考
え

ら

れ
る

か
、
地
形

的

に
み
て

阿
津
貿
志

山
防
塁

と
の
関

係
よ

り
み

れ
ば

、
こ

の
防
塁

の
戦
闘

指
揮

所
と
し

て

の
砦

に
起
源
を

も
っ

も
の

と
も
考

え
ら

れ

る
。

現
存
す

る
城

遺
構
は

北
か

ら
東

側
に

か
け
て

は
、
土

塁

・
空
堀

は
堅

固

に
築
か
れ
て

い
る
の

に
反
し

、
西

側

の
防
備
は

手
薄

の
感
じ

が
強
く

、

大

”’」の
向
き

な

ど
か
ら
城

の
防

御
正

面
は

東
側

と
み

ら
れ
。
東

大
窪

・
西

大

窪
舘

の
砧
の

城
と
し

て
の
存

在
も

考
え

ら
れ
る

。

中
年
は

〃
心

と

体
の

曲

が
り

角
”

佃
歳
か
ら
の
健
噺
週
間

1
0
月
1
0
n
I
1
6

日

働

き
盛

り
の
四

十
歳
代

－

家
庭

や
仕

事
の
中

心
に

な

っ
て

働
く

人
た

ち
。

や
や

も
す

る
と
健

康
の

こ
と
な

ど
忘

れ
て

し
ま
う

こ

と
か
あ

り
ま
す

。

し

か
し

、
働

き
盛
り

だ
か

ら
こ
そ

髄

康
に
留

意
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い

年

代
で
も

あ
る

の
で
す

。

十
月

十
日
か

ら
十
六

日
ま

で
は

、

『
四
十
歳

か

ら
の
健

康
週
問

』
で
す

。

墮

極
的

な
健

康
管
理

と
自

発
的
な

健

康
づ
く

り
か
大

切
で
す

。

あ
な
た
も
一
日
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
働
き
盛
り
で
忙
し
い
壮

年
・
尖
年
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
．
一

日
人
間
ド
ッ
ク
を
左
記
に
よ
り
実
施

し
ま
す
の
で
．
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
ま
す

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
．

☆
検
診
期
日

昭
和
6
3年
1
0月
中
句
？
1
1月
中
旬

日
時
は
。
受
診
者
と
病
院
の
都

合
を
調
眺
し
て
決
定
し
ま
す
。

☆
検
診
場
所
　
公
立
藤
ｍ

総
合
病
院

☆
検

診
内
容

理
学
的
検
査
、
呼
吸
器
検
査
、
循

環
器
系
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
胃

腸
系
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
糖
尿

痢
検
査
、
血
液
系
検
査
。
限
底
検

査
☆
対
象
者

国
見
町
国
氏
健
康
保
険
陂
保
険
者

で
、
4
0歳
か
ら
5
9歳
ま
で
の
ｍ
″
女
5
0

名
（
先
着
順
）

－
－
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

☆
経
　
費

受
診
者
負
担
八
千
円
（
こ
の
ほ
か

町
負
担
一
万
七
千
円
）

☆
申
し
込
み
方
法

1
0月
５
日
ま
で
鰹
費
を
添
え
て
、

役
場
保
健
課
国
保
係
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
’

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新

現
在
替
さ
ん
に
交
付
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

は
、
今
年
九
月
三
十
日
に
有
効
期
間

が
切
れ
使
川
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

更
新
の
方
法
は
、
各
地
Ｋ
担
当
の

国
保
協
力
員
（
母
子
保
健
推
進
八
）

に
提
川
し
、
更
新
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
日
程
ま
で
国

保
被
保
険
証
考
征
を
、
協
力
員
宅
ま

で
届
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

小
坂
・
大
木
戸
・
石
母
田

�
藤

田
・
山

崎

�
森
江
野
・
大

技

�

地
　
　
　

区

９
月
2
7日

� ９
月
2
6日

� ９
月
2
5口

� 提
出
瑚
限



町
職
員
（
高
校
卒
程
度
）を

募
集

昭

和
六

十
四
年

度
採

用
の
国

見
町

職

員

（
高
校
卒
程

度
）
探

用

候
補
者

試

験
を
次

に
よ

り
行

い
ま
す

。

て

試
験

職
種

及
ぴ
採
用

予
定

人
員

土

木

若
千

名

二

、
受
験

資
格

昭

和

む
年
４
月

２
日

か
ら
昭

和
4
6
　

年

４
月

１
日

ま
で

に
生
ま

れ
た
者

。

（
学
歴

は
問

い
ま
せ

ん
）

た
だ
し

、

国

見
町

に
住

所
の
な

い
方

は
受
験

で

き
ま

せ
ん

。

三

、
試
験

の
期

日
及

び
場
所

昭

和
6
3
年
1
1
月

６
日

（
日

）

午

前
９

時
か

ら
受
付

福

鳥

県
自
治
会

館

第
二
次

試
験

に
つ

い
て
は

後
日

お

知

ら
せ

し
ま
す

。

四

、
受
験

手
統

及
び
受

付
期
間

り

申

込
用
紙

は
町
役

場
で
交

付
し

ま
す

。

凵

申

込
用
紙

に
必
要

事
項

を
記
入

し
て

町
役

場
に
提

出
し
て

く

だ

さ

い
。
受
験

禀
を

受
領
し

た

と

き
は

、
最
近
６

ヶ
月

以
内

に
撮

影
し

た
本
人

の
写
真

（
上

半
身
、

脱
帽

。
正

面
向
き

、
縦
６
ｍ
ｘ

横
一一一
㎝
）

一
枚
を
は

っ
て

受
験

当
日

に
必
ず

持
参
し

て
く

だ
さ

い
。

白
受
付

期
間

は
９
月
１

日
か

ら
９

月
3
0
日
ま
で

。

（
執

筋
時

間
中

に

限
り
ま
す

）
郵

送
の
場
合

は

、

９
月
2
6
日

ま
で
の

消
印
町

効

。

※
詳
し

い
こ

と
は
、
役

場
絶

陝
課

（
八
五

―
ニ

ー
ー
こ

に
お

た
ず

ね

ぐ
だ
さ

い
。

違

反

建

築

を

な
く
し
ま

し
ょ
う
！

1
0月
1
1卩
か
ら
1
0月
1
7日
ま
で
の

一
週
間
、
建
設
省
、
福
鳥
県
か
、
市

町
村
並
び
に
関
係
団
体
の
協
力
を
得

て
、
違
反
建
築
防
止
週
間
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
週
間
の
目
的
は
、
良
好
な
市

街
地
の
環
境
か
形
成
さ
れ
る
よ
う
、

ま
た
佃
々
の
建
築
物
の
安
全
性
か
破

保
さ
れ
る
よ
う
、
理
解
を
深

め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
期
間
中
の
1
0月
1
4日
に
は
、

建
築
活
動
の
盛
ん
な
地
Ｋ
を
重
点
に

一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
こ

な
い
ま
す
。
み
ん
な
で
注
意
し
て
違

反
建
築
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

婦
人
少
年
室
協
助
員
に

阿
部
俊
恒
さ
ん

婦
人
少
年
室
協
助
員
は
婦
人
問
題

及
び
動
労
青
少
年
の
問
題
に
深

い
理

解
と
関
心
を
持
ち
、
そ
の
地
城
で
杜

会
的
信
鯛
の
厚

い
方
々
に
労
働
大
臣

か
委
嘱
す
る
も
の
で
、
現
在
県
内
各

地
で
5
7名
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

協
助
員
は
、
婦
人
少
年
問
題
に
つ

い
て
地
城
住
民
、
事
業
主
砕
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
や
愉
報
提
供
の
要
望

に
応
え
。
婦
人
少
年
室
と
の
連
携
の

し
と
に
、
地
城
の
尖
情
を
国
の
行
政

機
闌
に
如
ら
せ
て
い
く
と
い
う
職
務

を
担
コ

、
お
り
ま
す
。

今
回
、
こ
の
婦
人
少
年
室
協
助
ｎ

に
阿
部
俊
恒
さ
ん
｛
徳
江
字
中
ノ
内
1
2

｝
か
委
刷
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
２
年
で
、
今
期
は
昭
和
6
3

年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
6
5年
３
月
末

日
ま
で
で
す
。

阿 部　悛恒さÅ

全
国
防
犯
運
動

～
1
0
月
1
1
日
か
ら

2
0日
ま
で
～

今
年
で
冖
一
回
目
を
迎
え
た
全
国
防

犯
運
動
は
、
1
0月
1
1日
か
ら
2
0日
ま

で
の
1
0日
間
、
「
自
動
車
盗
等
の
盗

犯
の
防
止
‘
を
重
点
と
し
て
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

日
々
発
生
す
る
犯
罪
の
中
で
も
特

に
、
自
動
車
盗
は
後
を
絶
た
ず
。
こ

れ
ら
の
自
助
車
か
銀
行
強
盗
や
極
左

暴
力
集
団
の
テ
ロ

ー
ゲ
リ
ラ
な
ど
他

の
犯
罪
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ヶ
Ｉ
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
空
き
巣
ね
ら
い
な
ど
の
侵

人
盗
も
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
多
発
地
Ｋ
な
ど
に
対
す

る
電
点
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
各
家

咆
の
『
防
犯
診
断
』
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
庭
や
職
場
で
の
防

犯
に
つ
い
て
再
点
検
を
お
願

い
し
ま

す
。ご

協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

～

赤
十
字
社
八

増
強
運
動
～

５
月
１
日
か
ら
3
1日
ま
で
の
一
ヶ

月
川
実
施
し
ま
し
た
赤
十
字
吐
貝
噌

強
運
動
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額
を
速
成
す

る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た

「
阯
資
」
は
。
「
人
道
博
愛
」
の
も

と
に
展
開
さ
れ
ま
す
事
巣
資
金
と
し

て
使
わ
れ
ま
す

。

目
標
額
：
ｉ

万
７
千
円

実
績
糾
・
・
Ⅲ
万
８
千
５
百
円

北の町で 南の町で あなたの街で ー

10月１日「住宅統計調査」

10月ＩＨに全国一斉に 汨二宅の国勢調査 ”とい わヽ

れる住宅統針調査が行われます．この調査ば 豊かな

住生活 ’゙のための基礎となるものです．調査員か９月231･l

から調査裂を持-･て調査をお噸いするお宅にお伺

いしますので、ご協力をお願いします．

昭和63年 住宅統計調査
〔国見町の調査指定地区〕

小坂・山崎北・宮町北・本町

宮町南・大町南・光明寺の一部

お閥合せは

国見町役場企圃課広報広聴係

(  お 85 ｰ　 内線252  )



行
政
相
談
所を

開
設

1
0月
1
6日
か
ら
四一
日
ま
で
の
一
週

間
は
。
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で

す
。行

政
相
鮫
は
、
み
な
さ
ん
が
岡
や

県
、
市
町
村
な
ど
の
行
政
機
関
、
Ｊ

Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

．
住
宅
金
融
公
曜
、
道

路
公
団
等
の
特
殊
会
吐
、
特
殊
法
人

等
の
仕
事
に
関
し
て
い
だ
い
て
い
る

苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝

い
を
す

る
も
の
で
、
総
務
庁
で
は
、
行
政
相

談
制
贋
の
一
層
の
利
川
促
進
を
図
る

た
め
、
こ
の
一
週
間
を
『
行
政
相
談

遡
間
』
と
定
め
ま
し
た
。

総
務
庁
福
島
行
政
監
察
事
筋
所
で

は
、
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
か
。

こ
の
た
び
岡
の
出
先
機
関
や
県
、
市

等
の
参
加
を
得
て
、
次
の
と
お
り
『

一
日
合
同
行
政
相
談
所
』
を
開
殴
し

ま
す
の
で
、
行
政
に
関
す
る
苦
愉
や

要
望
、
愈
見
な
ど
、
お
気
軽
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
日
　
畤

1
0月
1
8卩
（
水
）

午
前
1
0畤
～
午
後
３
時

二
．
場
　
所

柵
鳥
市
市
民
会
館
第
一
ホ
ー
ル

※
詳
し
い
こ
と
は
、
福
励
行
政
監
察

事
務
所
｛
柵
鳥
市
霞
町
一
－

四
六
隔

島
合
同
庁
舎
、

酋
三
四
一

一
一
〇
〇
｝

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
ミ
ニ
ア
ン
テ
ナ

～
か
し
こ
い
消
費
者
の
知
識
～

セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
言
葉
た
く
み

に
商
品
を
す
す
め
ら
れ
、
十
分
に
考

え
る
余
地
も
な
く
契
約
し
て
し
ま
い
、

ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
る
ケ
！
ス
が
あ
と

を
断
ち
ま
せ
ん
．
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ

ル
か

ら
消
費
者

を

保
護
す

る
た

め
に

タ

ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ

制
度

か
あ

り
ま

す
．ク

ー
リ

ン
グ

ー
オ
フ
と

は
、
訪

問

販
売

等
で
契
杓

を
結

ん
だ

卜
を
含

め

７
日
間

以
内

（
昭
和
6
3
年
1
1
月

か
ら

８
日
間

に
改
正

）
で

あ
れ

ば
、
無

条

件
で

喫
杓
の
解

除

か
で
き

る
制

度
で
．

購
入

者
か
販

売
業
者

に
そ

の
旨
を

必

ち

心
一『

（
内

容

証
明

郵
便
）
で

通
知

す

る
こ
と

に
よ

う
て

効
力

か
兇

生
す

る
も

の
で
す
．

つ
ま

り
頭

を
冷

や
し

て

（
英
語
で

″／
Ｉ

リ
ン

グ

ー
オ
フ
と

い
い
ま
す
）
よ

く

考
え

る
こ

と
な
の

で
す

．
た

だ
し
、
す

べ
て

の
ケ

ー
ス

が

夕
－

リ

ン
グ

ー
オ
フ
で

き
る

と
は

限

り
ま
せ
ん

の
で

次
の
点

に

ご
注
意

４
｝μ
’

▽

ク
ー
リ

ン
グ

・
オ
フ

の
期
間

を
経

過

し

た
場
合

．

▽
商

品
の
引

渡
し

を
受
け

、
代

金
を

令
額
支
払

り
た
場
合
．（
契

約
完

了
）

▽
化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
の
消
耗

品
を
一
郎
使
川
し
た
場
合
．

▽
電
話
機
等
の
リ
ー
ス
契
約
．
（
売

買
で
は
な
い
の
で
ｙ

▽
自
動
車
紳
の
場
合
．
（
よ
く
検
肘

し
て
買
う
の
で
）

む
し
万
一
訪
川
販
売
等
で
困

り
て

い
る
方
は
早
め
に
ご
柵
談
く
だ
さ
い
．

【 相談 先1
○
柵
島
県
消
賢
生
活
セ
ン
タ
ー

（
韲
ニ

ー

○
九
九
九
）

○
岡
見
町
役
場
企
画
課
企
画
係

｛
Ｓ
八
五
一

二
一
一
一
　
内
線

二
五
三
｝

今
月
（
九
月
）
の
納
税

今
月
は
、
固
定
資
産
脱
｛
第
三
期
｝

の
納
脱
の
月
で
す
．

お
忘
れ
な
く
．
納
期
内
（
九
月
三

十
日
ま
で
）
に
納
入
し
ま
し
ょ
う
／・

～
完
納
で
、
笑
顏
の
た
え
な
い

町
づ
く
り
～

戸 籍 の 窓 口
( ８月受付分)

出生おめでとうござい ます

子 の 名 保 縵 者　 部 落

和 宏(かずひろ)寺鳥 正男 第　 四

一 樹(か ず き)小幡 浩明 第　 一

一 馬(か ず ま)古Ⅲ 勝彦 大 木 戸

大 介(だいずけ)菊地 克之　杭　 十

貴 之(たかゆき)松浦新一郎 大 木 戸

雄 太(ゆ う た)徳江 武彦 本　 町

結婚おめでとうございます

氏　　 名

佐久間　孝 志

斎 藤 洋 子

部 落

第　-･

源宗山西

おくやみ申し 上げます

氏　　 名　　　年齢　　 郎 落

八 巻 光 一　　61　　1 宗山西

佐 野　ミ　ヨ　　79　　 徳 江 北

阿 部 太 良　　58　　 宮　 隶

沼 田　卜　･j　　78　　宮 町 北

村 上 や　う　　99　　 山　 很

菊 地 平 吉　　81　　 石毋 田 原

菅 野　トミエ　　フ3　　内 谷 柬

佐 藤　ミツイ　　鉐　　 梢　 谷

本　多　　|li　　加　　 槝　 七

阿 部　さ　た　　6a　　 錦　・I

人 口 と 世 帯
９月１日現在(前月比)８月中のうごき

人

’

口

ｉ

－
Ｌ

･男5.792 人(  十 2 )

･女6､239 人 （－17 ）

･計 一 2.  1 人｛－15 ｝

世帯数2. 戸(  十 2 )

転 入　18人

転 出29 人

出 生　6人

死 亡　10人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 麟 窒 牘 綢入IIか４お入りｆｅい，

衂 闇 ： ９晧 ヽ12 晧

こまったことや、相談ごとがありましたら。

お気軽にご柵談下 さい。 秘窟は絶対に守ります。

(相談員)

９月24 日 (土）樋口　 弘・佐久間モト

10月５口（水）菊地 平助・渋谷 愛子

月 15 日 ( 土 ) 古田　三夫・長谷川キン

９月　 長月（ながつき）

!20日 （火） 彼岸入 り

幻 日 ( 水） 秋の全闥交通安全運動

･23卩 （金 ）秋分のn

新 日 ( 日 ) 十五我
ぶ

用 満 月｡ ，

10月　 神麓月（かんなづき）

日1 （土） 法 の日

８日 （士）寒 露

10  日 ( 月） 体青のu

４〕歳からの健康週間

14B  ( 金札 鉄道Ｅ 念 日, 。。，



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 0

（有) 4 1  5 0

自
然
に
触
れ
た

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研

修

～

膕
‘リ
ー

蔵
１

ｈ
口
４
’年

男

食

場

～

八
月
二

日
～
四

口
ま
で

の
三

日
川
、

中

学
生
に
よ

る

ジ
ュ
ニ
ア

リ

ー
ダ
ー

研

修
か
．

蔵
王

山
麓

の
澄

み
き

Ｉ．
だ

砕

空
の
し

と
で
実

施
さ

れ
ま
し

た
．

キ
ャ
ン

プ
は
班

ご
と

の
テ

ン
ト

設

営

に
始
ま

り
、

オ
リ
ェ

ン
テ

ー
’・二

．

ン

、
蔵
王

登
山
、

キ

ャ
ン
プ
フ

ァ
イ

ヤ

ー
、
自
然

敵
策

を
楽
し

み
ま

し
た
．

班
ご
と

に
準
備

し
た
食

事
は

．
そ

れ

ぞ
れ
に

特
色
か

あ
り
、

カ

レ
士

フ

ィ

ズ
あ
り

、
失
敗

し
て

カ
レ

ー
シ
チ

ユ
ー
に
な

っ
て
み

た
り

。
そ

れ
で

も

皆
ん
な

お

い
し
そ

う
で

し
た

。

野
外
活
動

は
、

沢
下
り
探

検

に
挑

み

、
密
林

の
中
の

沢
を
木

に
つ

か
ま

り

、
岩
を

曠
ん
で

川
を
雌

っ
た

り
、

な

か
に
は

川
に
落

ち
て
し
ｔ
二

た
り

し
で
悪

戦
苦
川

の

辿
続
で

し
た

。

研

修
の

メ

’・
ン
で
あ

る
藏
Ｔ
ひ

山

は

、
暑

い
卜
差
し

の
も

と
で
は

匕
ま

り
ま
し

た
　

ス

タ

’‐
卜
し

た
頃

は
耻

ど
り
も
軽

や
か
で

し

た
が
、
ひ

山
道

は
想

像
以
Ｌ

に
勾

配
か
き

っ
く

、
全

員

気
力
を
振

り
し
ぼ

‥
て

か
ん

ぱ
り

よ

う
や
く
哨
Ｌ

へ
『
、
山

哨
は
涼

し
く
、

赤
ト

ン

ボ
が
群

れ
を
な
し

て
牋

び
か

・
。
て

い
ま

し
た

。

参
加
者
は
、
こ
の
研
修
を
と
お
し

て
自
然
の
厳
し

さ
と
や
さ
し
さ
を
学

び
と
り
ま
し
た
。

ジ
ゴ
ー
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

今
、
青
春
し
た
い
か
ら
…
…

県
北
中

二
年
　

鈴
木
宏
汪

ぺ

川

．
．
．
卜

、

Ｑ

ら

し

く

‥ｙ
ｎ

い

日

で

し

た
　

そ

の

中

で

も

私

達

は

、

泊

卜

へ
向

か
う

が
安
と
期

待
で

い

Ｉ
ば
い

で
し

た
。
こ

れ
か

ら
、
私
達

か
向

か

う

山
は
、
‐兒

た
だ
け

で
、
す

こ

』く

商
く

、
き
び

し
そ
う

な
山
で

し

た
。

い
ろ
ん
な
気

持
ち

と

い
『

し

ょ
に
、

一
歩

‐‐‐１
歩
進

ん
で
行

き
ま
し

た

。
時

々
、

休
け

い
し
た
か

、
裝

さ
の
あ

ま

り
。
た
ぐ
さ

ん
あ
せ

が
で

た

り
、
呼

吸
も

ふ
っ
う
で

は
あ

り
ま

せ
ん
で

し

た
。
そ
れ

は
、
私

ば
か

り
で

は
あ

り

ま
せ

ん
。
み

ん
な
で

す
　

だ
か

ら
、

少

々
の
こ

と
で
は

、
か
ま

ん
で
き

ま

し

た
　

し
か

し

。
ひ

る

に
っ
れ
て

、

足

が

い
た
７
ヽ
な

‥
た

り
、

頭

が
い
た

く

な
・。
た
り
と

い
・
气

刄

し
さ

に
お

お
わ
れ
て
し

ま

い
ま

し

た
。
だ

か
ら

と

い

二

、
、
怪

り
か
け
の

山
を

。
ド

り
る
わ
け

に
は

い
き
ま
せ

ん
　

口

指

寸

は
哨
Ｌ

だ
か
ら

・

。

ｊ

葉
も

だ
せ
な

い
ａ

ど
、
呼
吸

が

あ

れ
て
、

と
て
も
笘

し

か
・。
た
　

で

も

、
珀
Ｌ

は
ま

だ
口
｀
え
ま

せ
ん
で

し

た
　

弘
と
、

夊
逹

川
廴

は
、

ぱ
ぼ
先

頭

心
ぐ
を
歩

い
て

い
た

の
に
、

一
盾

最

後
に
な

Ｉ
て
し

ま

卜
ま

し

た
　

く

や
し
か

Ｉ
だ
け

ど
、
そ

の
時

は
ど
う

し

よ
う
し
な

か

Ｉ
た
の
で

才
　

そ
れ

は
、
苦
し
く

て
、

そ
の
場

で
・Ｔ

わ
り

こ

ん
で
し

ま

っ
た
戔
。り
だ
こ

た

か
ら

で

す
　

そ
の

時

、
仏
増

の
顏

に
、

つ

め
た

い
き

り
か
あ

た

り
ま
し

た
　

っ

め
た
か
　

た
あ

の
き

り
か
私

達
へ
の

助

け
で

し
た
　

そ
し
て

は
げ

ま
し
で

し
た

私

達
は
苦

し
さ
を

か
ま

ん
し
て

。

ま

た
歩
き
始

め
ま
し

た

。
す

る

と
、

な

に
や
ら
前

の
方
か

ら
、
喜

び
の

声

が
聞

こ
え
て

き
ま
し

た

。
そ

れ

に
つ

ら

れ
て
、
私

も
み
ん

な
も
最

後
ま

で

お
も

い

っ
き

り
が

ん
ば
り

ま
し

た
。

「
ヤ

″
タ

ー
’
」

そ

れ
か
、
頂
上

で

の
ま
ず
始

め
の

。。昌

嫗
で

し
た

。
つ
か

れ
も
あ

。
た
け

ど
。

な

に
よ
り
も

う
れ
し

さ
か

。
番
で

し

た

。
人

き
な

粁
に
こ

し
か
け

。

辺
を

な

か
め
た

が
、
ど
こ

も
始

め
て
見

た

景
色

ば
か

り
で
Ｌ

た
。
そ

れ
に

、
今

ま
で

登

。
て

き
た
時

は
感

じ
な
か

っ

た
け

ど
、
き

れ

い
な

花
や

、
見

た
こ

と

の
な

い
花

か
、

た
く
さ

ん
咲

い
て

い
ま

し
た

。
他
に
も

い
ろ

い
ろ
・
…

忘

れ
ら
れ
な

い
く

ら
い

ド
り
も

い
ろ

い
ろ

あ

．Ｊ．
た
け

れ
ど

頃
Ｌ

に
た

’。
た
あ
の
μ

ぴ

が
、
私

を

ふ

ん
な
を
、

ず

Ｊ
と
最
後

ま
で

、
守

ｆ．
て

ぐ
れ
て

い

た
よ

う
な
気

か
し

ま

し

た

約
７

時
間

登
り
続
け

て
き

た
道
の

り

は
、

約

。一
ト

キ
ロ
で

す

。
闃

い
た
だ

け
で

驚
く
そ

の
数
十

か

。
今
に
な

い

で

も
頭

に
う

か
び
ま
す

。
そ
し

て
な

に
よ
り
も

。
笘

し
か

っ
た
こ

と
、
う

ね
’
』か

っ
た
こ

と
、
水

や
お

べ
ん
と

‐フ
の

お

い
し
か

っ
た
こ

と
な

ど
、
ど

れ

も
み
ん

な
、
思

い
出

の
一

つ
と
し

て

、
ず

っ
と
人

切

に
し

た

い
。

そ
れ

は

、

”
山

道
が
あ

た
え

て
く

れ
た
、

払

へ
の
お
日
舂

だ

か
ら

。
　・
。

▲やっと羞いた頂上で

Ａ今日のメニューはカレーライス

▲飯ごうでうまく炊けるかなあＡちょっと休憩./



高
校
生
リ
ー
ダ
ー
研
修

～
磐
梯
青
年
の
家
で
～

今
年
度
か
ら
、
町
内
に
住
む
商
校

生
を
対
象
に
野
外
活
動
を
通
し
て
地

城
の
社
会
活
助
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

地
城
の
青
少
年
活
助
を
よ
り
活
発
に

し
よ
う
と
町
教
育
委
員
会
と
公
民
館

と
で
実
施
し
ま
し
た
。

高
校
保
護
委
員
会
の
禎
極
的
な
援

助
も
あ
っ
て
、
八
月
十
日
か
ら
二
泊

三
日
の
日
程
で
、
国
立
磐
梯
青
年
の

家
を
会
場
に
開
講
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
た
め

の
テ
ン
ト
設
営
と
炊
飯
活
動
を
行

い
、

雨
天
の
た
め
に
ヤ
ブ
蚊
や
ブ
ヨ
な
ど

に
な
や
ま
さ
れ
ま
し
た
が
お
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
、
テ
ン
ト
サ
イ
ド
の

整
地
か
ら
始
ま
り
組
立
ま
で
若
者
ら

し
い
す
ぱ
や
い
動
き
と
能
率
的
な
作

業
で
設
営
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
炊
飯
活
動
も
、
劣
な
お
圧

い
に
役
割
分
担
を
き
め
て
行
い
、
包

丁
さ
ば
き
も
あ
ぎ
や
か
に
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
や
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
た
。

男
子
は
、
初
め
て
の
チ

ベ
炊
飯
に
四

苦
八
苦
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

夕
食
は
夕
や
み
せ
ま
る
野
外
の
テ

ー
ブ
ル
で
自
分
た
ち
で
作
・
た
料
即

と
お
は
な
し
で
時
間
の
た
つ
の
も
忘

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
夜
か
ら
再
び
雨

に
な
り
各
テ
ン
ト
の
中
で
、
商
校
生

活
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
し
ま
し

た
。二

日
日
は
、
棚
か
ら
の
雨
で
予
定

し
た
齢
梯
山
登
山
は
中
止
に
な
り
、

裏
磐
梯
の
五
色
沼
の
探
訪
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
静
か
な
湖
の
変
化
す
る

水
の
色
に
み
と
れ
な
が
ら
遊
歩
道
を

一
周
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
施
設
の
ホ
ー
ル
で
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ー
ン
活
助
を
し
、
さ
わ
や

か

な
汗
を
流

し

ま
し

た

．

夕
方

、
国
‥
｝’
町
か

ら
高
咬

傑
護
委

ほ
会

の
役

員
の
万

々
か

慰
悶

に
家
て

キ
ャ

ン

プ
活
動

や

、
野
外

活
動

の
様

子

を
阯

る
と

と
も

に
、
鳥

校
生

．
人

ひ
と
り

に
励

ま
し

の
ａ

葉

を

か
け
て

い
ま

し
た
．

夜

は
雨

か

止
ん
だ

の
で
．

キ

ャ
ン

プ
フ
ァ

イ
ヤ

ー
に
火

か
と
む

さ
れ
ま

し
た
．

大
き

な
火
を

か
こ

み
歌
や

ダ

ン
ス
を

し
て
観

睦
を
深

め
て

い
ま

し

た
．最

終

日
も
雨

に
み

ま
わ

れ
ま
し

た

か
．

全
員

元
気
で
午

的
中

は
テ

ン
ト

の
撤

収
と
青

年
の
家

専
門

職
員

の
講

義
を
聴

き
ま

し

た
．

乍

後
は

、
教
育

長
の

『
地
城
社

会

と
高

校
生

に
つ

い
て

』

と

い
う

題
で

講
義

を
受
け

全
日
程

を
終

了
し

ま
し

た
．．
二
時

頃
青
年

の
家

に
別

れ
を
つ

げ

全
貝
元

気
で
帰

町
し
ま

し

た
．

▲うまい

▲なかなかむずかしいなあ

に
ぎ
わ
っ
た

町
民
プ
ー
ル

町
氏
プ
ー
ル
は
八
川
ニ
ト

ー
卩
で

終
ｒ

し
ま
し
た
・

あ
ま
り
天
候
に
忠
ま
れ
ま
せ
ん
で

Ｌ
た
か
．

．
で

．一
四
九
人
の
町
民

の
皆
さ
ん
に
ご
利
川
い
た
だ
き
ま
し

た
、ま

た
、
利
川
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
、

忘
れ
物
に
お
心
１

り
の
力
は
公
民
郎

で
保
竹
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お

い
で

く
だ
さ

い
．

○
カ
メ
ラ
　
Ｃ
子
ど
も
用
時
計

○
サ
イ
フ
　
Ｃ
そ
の
他

森
江
野

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
勝

伊
達
地
方
少
年
ソ
フ
ト
人
会

第

七
回
伊

達
地
方

少
年
ソ

フ
ト

ボ

ー

ル
大

会
は

、
九
月

七
日

、・
伊
達

地

方
術

生
処
理
組

合
の

主
催

。
伊
達

地

方

ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

連
絡
協

議
会

の

後
援

で
、
保
川

町
の

あ

ぷ
く

ま
運

動

場
で

開
か
れ

ま
し

た
。

大
会

に
は

、
伊
達

九
町

と
福
島
市

飯
坂

町
の
代
表

十
チ

ー
ム
か

出
場

し

ま
し

た
。

国
見

町
代

表
の
轟
江

野

ス
ポ

ー
ツ

少
乍

団

（
村

上
俊
弘

団
畏

）
は

、
強

豪
を

相
手

に
見
事
優

勝
し

ま
し

た
。

国

見
町

は
、
昨
年

の
藤

田
ス

ポ
ー

ツ
少
年

団
に
続

い
て

の
二
連
勝

で
す

、『４優腸旗とともに

高
令
者
・
婦
人
運
動
会
の

ご
あ
ん
な
い

本
年
も
左
記
に
よ
り
、
高
令
古
・

婦
人
の
連
動
会
を
闘
催

い
た
し
ま
十
。

ど
な
た
で
も
で
き
る
楽
し
い
袖
口

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
お
誘
い（
７

て
、
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
る
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

と
　
き
　
十
月
九
日
（
日
）

八
時
三
十
分
開
会

と
こ
ろ
　
国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
広
鳩

参
加
者
　
六
十
繖
以
上
の
方
及
ぴ

姆
人
の
方

※
雨
天
の
場
合
は
。
町
民
体
育
館
で

行
い
ま
す
。

63年度　これからの公民館・体協事業計画のお知らせ

９月29日

９川30日

10月16日

10月30日

11月6 11

11月20日

12月4 11

町畏杯ゲー ｝ポール大会

第X3回桑折町・同見町少年剣道大会

第４同国見町綱引き大会

第12同町内‥問駅伝競技大会

第４回郎綱引き人会

第７回伊達廊内一周駅伝競走大会



エ
ッ
セ
ー
集
を
出
版

～
内
谷
の
新
村
京
子
さ
ん
～

旅
の

思

い
出
や
川

々
の
出

家
小

を

ｋ
‥
包
ら

づ

い
た
工

．
セ
ー
集

『

鵬

毟

復
』

を
、

国
‥兄
電
Ｆ

に
勤

陷
す

る

新

村
叺
7
.
き

ん

（
内

谷
字
拓

舘

匸

か
初
川

版
し

ま
し

た

．

新
付

き

人
は
．．．躯
咥

前

か
ら
化

嘔
、

家
嘔

の

か
た
わ

ら
文
を

詼
‥
き

続
日
、

今
回

、
一
冊

の
本

に
ま
と

め
た
も

の

で
す
　

『

陽
十
｀
復
』

は

「
小

き
な

旅
で

゛

「
仕
令
そ
し

て
社
内

旅
行

」

な

ど
．ｋ
ａ

．．．卜
瓦
編

で
編
成

さ

れ
、

い
ず

れ
も

Ｉ
ベ

ニ

ペ
ー

ジ
ほ
ど

の
短

柵
で
読
み
や
す

い
文
叺
で
す
　
新
村

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
書
き
続
け
た

い
」
と
語
二

ヽ
い
ま
し

た
Ｉ

楽
し
い
思
い
出

大
木
戸
小
学
校
で
「
夏
祭
り
」

Ｑ

休
み

も
残
・り
少
な
く

な

Ｊ
た
ぺ

月

二
亅

．
目
、
国

目`
町
々
少

壓
健

貨

育
成

協
議
た

人
木
一
卜
地
Ｋ

推
進
協

議

会

（
阿
部

恒
人
余

長
）
と
人

木

卜
小

学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ

（
佐
藤

利
尢
会

長

）
か

Ｌ
催

し

た
矼

祭

り
が
、
人

木
．卜
小

乍

皎

か
↓会
場

に
開

か
れ
ま
し

た

こ

の
．Ｑ
祭

り
は
切

め
て
の

催
ｌ‐‐
で

、

Ｐ

Ｔ
Ａ

会

輿
と
￥

輝
1
1
1
″
皎

長
の

あ

い

さ

っ
の

後
、
な
如

し
た
らｈ
校
児
敬

は

ス
イ

カ

割

り
な

ど
を
豪
し

み
ま

し
か
・

タ
ー食

は

カ
レ
・
‐
ラ

イ

ブ
、

お
け

包『
ん

た
‘り
か
作

・

た
カ
レ

ーこ
フ
ィ

ズ
は
と

て
し
お
い
し
く
、
多
く
の
児
砥
か
お

か
わ
り
を
し
ま
し
た
『

食
後
は
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
火
を
と
む
し
、

地
Ｋ
毎
に
練
習
を
屯
ね
て
き
た
寸
叫

な
ど
を
披
露
し
、
会
鵬
に
は
川
る
い

笑
い
心
が
こ
だ
ま
し
。
夜
迎
で
ま
で

楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た

薬
草
教
室

開

か

れ

る

町
保

吐
課
と

町
健

康
べ
；

り
推

進

鵬
議
会

か
、
健

康

づ
’
ヽ
り
推

進
の

．

雛
レ
ーし

て
閧
催

し

か
．

薬
び

教
家

｀

か
、
Ｌ
Ｕ

．．．卜

日

に
町
陥
阯

ゼ
ン
タ

“
で

’ぼ
わ

れ
ま

し

た

１

卩
は
、
．白
人
耻

の
町
民

の
か

た

か
た

か
な
加
さ

れ
薬
Ｑ

研

竃
家
の
人

沢
な
尤

生
の
講

義

に
、
鶇

心
に
聞

き

人
・
て

い
ま
し

た

講
演
は
身
近
に
あ
る
薬
叺
の
凋
整

法
や
そ
の
幼
川
な
ど
に
っ
い
て
詐
し

く
脱
叫
が
あ
り
、
受
講
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
数
多
く
の
質
川
か
出
さ
れ
。

ｐ

七
時
叫
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
熱

の
人
ｙ－
た
む
の
に
な
り
ま
し
た
。

町
医
健
課
で
は
今
後
、
健
康
づ
く

り
推
世
の
た
め
の
伶
種
の
教
室
や
講

演
を
．Ｐ
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

数
多
で
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す

▲「一喝来復」を手にする新村さん

▲ キャンプファイヤーを囲んで

４熱心に講義を聴く参加者の皆さん

熱
戦
を
展
開

小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会

昭

和

ハ

ト

．
．
．
乍

心

町

小

学

校

ス

ホ

ー
ー
ソ

（

水

泳

）

‥
．
、
歓

べ
．１一

か

、

儿

り

．

卜

４

後

．
時

か

ら

藤
1
1
1小

学

校

フ

・

ｌ

’．
、
吁

わ

れ

ま

し

た

こ

力

皃

歓

余

は

、

町

内

小

学

柁

兜

礒

の

睨

昨

と

水

泳

技

能

の

向

卜

か

↓
は

か

る

と

レ
一
ら

に

．

７
、
ホ

・
・
ソ

に

吋

才

る

意

識

の

高

揚

と

フ

∴

’
フ

し

・
‐
の

鯖

呻

や

態

度

を

夫

う

こ

と

を

川

的

に

閧

催

き

れ

、

９

印

で

片

回

目

に

な

り

ま

卞
　

小

坂

、

藤

川

、

４

よ

野

、

人

も

．口

毎

小

中

陵

の

八

乍

毟

ｔ

ａ

．白

ペ

ト

私

が

な

如

し

．

．
－

圦

ゞ

！－

Ｌ
ｓ
応

自

山

形

、

阮

卜

ゞ

Ｉ

Ｆ

Ｉ

自

由

形

・

ｔ

泳

ぎ

・

背

泳

ぎ

、

卜

／

Ｉ
Ｌ

゛
ｒ`

心
‐
目

山

形

、

．
．
．’囗

ｊ

－

卜

ｎ
’
リ

レ

ー

の

汐

楝

八

に

鶇

代

を

叺

閧

し

ま

Ｉ

λ

’一
　

フ

ー

ー

升

ｆ

ド

に

は

．

飛

が

．１

亡

心

援

Ｌ

よ

・
コ

と

父

叱

か

Ｉい

め

か

け

、

冫

か

乂
に
声
援
を
送

ご

‘
い
ま
し
た
．

国

見

町

に
”
県

知
事

衣
彰

”

こ
の
ほ
ど
、
昭
和
八
Ｌ
一
．年
度
の

県
民
脱
収
納
か
優
れ
て
い
る
た
め
、

国
見
町
が
、
福
島
県
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
『

そ
の
仁
達
が
、
ぺ
Ｕ
八
日
役
鵬
町

長
室
で
行
わ
れ
、
劉
川
福
島
県
税
収

鵐
所
長
か
ら
町
妊
に
感
謝
状
か
Ｆ
渡

さ
れ
ま
し
た
．

町
長
は
、
そ
の
よ
ろ
こ
び
を
、
町

民
み
な
さ
ん
の
脱
に
廿
す
る
深

い
思

世
と
お
力
添
え
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、

深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
ｔ

後
も

ご
協
力
を
た
ま
わ
り
た
い
旨
．
話
さ

れ
ま
し
た

編
集
日
記

八
Ｈ

ｋ

、
山
町
き

の
友

人
二
人

と

磐
睇

山
に

ぴ
り
ま
し

た
　

晴

れ

た
日

か
特

に
少

な
い
へ
’
年
で

む
、

そ
の

日

は
快

晴
　

友

人
は
川

に

．
．暖

は
ひ

山

か
子

る
と

い
う
忸

い
か
ら
の

山
好

き

私

は
息

今

切
ら
Ｌ
な

が
ら
ひ

る
の

に

も
か

か
わ

ら
ず
、
二

人
は
（

イ
キ

ン

グ
乱

分
　

川
頃
の

運
助
．卜
足

を

痛
感

弘
法
ぷ

収
で

飲
ん

だ
永

の

お

い
し

か

た
こ
と
　

そ
れ
ま

で
の
廈

れ
も

咬

び
ま
！
た
　

歩
き
始

め
て
か

ら

．
．時

間
ｔ

。
や

．
と
お

い
た
哨
Ｌ

か
ら
望

む
小

野
川
湖

、
陝
元
湖

、
＆

色
沼

な

ｙ
‐‐
の
湖
川

群
の
ｔ

し

さ
に
感

心

｛
Ｋ

｝

ご
　・
　
ヨ

川
兄
町
ｒ

画
Ｊ

．゙
鳥
県
伊
達
ｓ

国
兄
町
廴
字
蒔
川
字

．
Ｆ
川
．
．２
の
Ｉ

甼
几
・．い
叱
‐‐

．
Ｌ
　

酋
　
　

．四
ｈ

ｇ

ｈ
‐

．
　

一
八
”
’・
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